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平
成
十
六
年
三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

二
十
二
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
新
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

羽
生
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
な
ど
二
十
八
議
案
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
も
、
議
員
定
数
条
例
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
二
議
案
が
上

程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
案
件
名
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
今
成
市
長
は
提
案
理
由
の
説
明
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
度

の
市
政
の
運
営
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

３月定例市議会開く

　

時
代
の
大
き
な
流
れ
、
厳
し
い

社
会
経
済
環
境
の
変
化
の
な
か
に

あ
っ
て
、
平
成
十
六
年
度
は
羽
生

市
に
と
っ
て
市
制
施
行
五
十
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
開
設
百
一
年
を
経
て
、

羽
生
駅
舎
改
築
の
完
成
を
迎
え
る

な
ど
、
数
々
の
歴
史
を
刻
ん
だ
一

つ
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
、
新
し
い

時
代
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
「
三
位

一
体
の
改
革
」
の
推
進
に
よ
る
地

方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減
は
、

地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
を
い
ま

ま
で
に
も
増
し
て
厳
し
い
も
の
に

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

本
市
は
「
北
埼
は
ひ
と
つ
」
と
い

う
理
想
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
近
隣
市
町
村
の
考
え
方
の
相

違
か
ら
団
結
に
至
ら
ず
、
そ
の
後

の
二
市
一
町
一
村
に
よ
る
法
定
合

併
協
議
会
も
行
田
市
、
南
河
原
村

の
離
脱
に
よ
り
廃
止
を
や
む
な
く

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
「
は

に
ゅ
う
再
創
プ
ラ
ン　

」
に
よ
る

２１

五
つ
の
柱
を
基
本
と
し
た
各
種
施

策
の
展
開
と
と
も
に
、
本
年
度
に

引
き
続
き
「
財
政
危
機
突
破
第
二

年
度
」
を
宣
言
し
、
財
政
健
全
化
、

自
主
・
自
立
の
た
め
に
市
独
自
の

行
政
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
に
よ

り
「
強
く
、
や
さ
し
く
、
美
し
い

都
市
」
と
い
う
都
市
理
想
像
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編
成

し
た
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
百
八
十
二
億
六
千
七
百
万

円
と
な
り
、
前
年
度
比
七
・
六
％

の
増
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
市
債
の

借
り
換
え
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
除
い
た
実
質
的
比
較
で
は

一
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
七
会
計
総

額
で
百
二
十
五
億
六
千
七
百
三
万

九
千
円
、
前
年
度
比
で
〇
・
八
％

の
減
少
、
水
道
会
計
は
十
八
億
八

百
六
十
五
万
八
千
円
、
前
年
度
比

で
一
・
六
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。

　
審
議
案
件
と

そ
の
結
果　

     
（
三
月
定
例
市
議
会
）

▽
議
員
提
出
議
案

◎
三
月
三
十
日　

原
案
可
決

議
第
一
号
議
案　

羽
生
市
議
会
議

員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
第
二
号
議
案　

市
長
の
専
決
処

分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

▽
市
長
提
出
議
案

◎
三
月
九
日　

承
認
・
原
案
可

決
・
同
意

議
案
第
一
号　

専
決
処
分
事
件
の

報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

行
田
市
・
羽
生

市
・
吹
上
町
・
南
河
原
村
合
併

協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

◎
三
月
三
十
日

議
案
第
三
号　

羽
生
市
総
合
振
興

計
画
基
本
構
想
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
四
号　

字
の
区
域
の
変
更

に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

羽
生
市
防
犯
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例

議
案
第
六
号　

羽
生
市
部
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
七
号　

羽
生
市
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
八
号　

特
別
職
の
職
員
で

平成１６年度の市政運営はこのように

施
政
方
針
演
説


